
JP 5763213 B2 2015.8.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）によって実施される方法であって、
　前記ＵＥのサービングセルと中間セルとの間の第１のタイミングオフセットを判断する
ことと、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断することと、
　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断することと、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを前記サービングセルに送ることとを備える、
方法。
【請求項２】
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信することとをさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行うことと
、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用することとをさらに備える、請求項２に
記載の方法。
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【請求項４】
　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記第１のタイミングオフセ
ットを前記判断することが、前記前のサービングセル上で動作している間に前記ＵＥによ
って行われた前記サービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判
断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥが、アイドルモード中に前記中間セルに前にキャンプオンし、前記第１のタイ
ミングオフセットを前記判断することが、前記中間セルにキャンプオンしている間に前記
ＵＥによって行われたセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断する
ことを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥが、接続モード中に前記中間セル上で前に動作し、前記第１のタイミングオフ
セットを前記判断することが、前記接続モードにある間に前記ＵＥによって行われたセル
の測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記中間セルが、ＵＥによって前に使用されたセルである、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行う
ことをさらに備え、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、前記中間セ
ルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　アイドルモード中に前記ＵＥによって前記サービングセルにキャンプオンすることと、
　前記アイドルモードにある間に前記ＵＥによってセルの測定を行うこととをさらに備え
、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、セルの前記測定に基づいて前
記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　測定を前記行うことが、前記サービングセルが十分に強く、再選択のためのセルの測定
が必要とされないときでも、セルの測定を行うことを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　接続モード中に前記ＵＥによって前記サービングセルと通信することと、
　前記接続モードにある間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行うこととをさらに
備え、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、前記中間セルの前記測定
に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、
　前記中間セルと前記サービングセルとの間のサブフレームオフセットを判断することと
、
　前記中間セルと前記サービングセルとの間の無線フレームオフセットを判断することと
、
　前記サブフレームオフセットと前記無線フレームオフセットとに基づいて前記第１のタ
イミングオフセットを判断することとを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記中間セルからシステム情報を受信することと、
　前記システム情報に基づいて前記中間セルのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を判断す
ることと、
　前記中間セルの前記ＳＦＮに基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断すること
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。



(3) JP 5763213 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

【請求項１４】
　前記第２タイミングオフセットを前記判断することが、前記ＵＥによって前記基準セル
の測定を行うことなしに前記第２のタイミングオフセットを判断することを備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のタイミングオフセットを前記判断することが、前記基準セルと前記中間セル
とが同じ周波数上で動作することに基づいて、および前記同じ周波数上での同期または半
同期ネットワーク展開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセットを０に設定す
ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記中間セルを含む少なくとも１つのセルについての支援データを受信することをさら
に備え、前記支援データが、前記基準セルと前記中間セルとの間の前記第２のタイミング
オフセットを備え、前記第２タイミングオフセットを前記判断することが、前記支援デー
タから前記第２のタイミングオフセットを取得することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項１７】
　前記中間セルと同じ周波数上で動作する少なくとも１つのセルについての支援データを
受信することをさらに備え、前記支援データが、前記基準セルと前記少なくとも１つのセ
ルとの間の第４のタイミングオフセットを備え、前記第２タイミングオフセットを前記判
断することが、前記第２のタイミングオフセットを前記第４のタイミングオフセットに等
しく設定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＵＥによって、指定されたネットワークエンティティに前記第３のタイミングオフ
セットを備えるメッセージを送ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記第３のタイミングオフセットと測定セ
ルと前記基準セルとの間の第５のタイミングオフセットとに基づいて前記測定セルと前記
サービングセルとの間の第４のタイミングオフセットを判断することと、
　前記ＵＥによって、指定されたネットワークエンティティに前記第４のタイミングオフ
セットを備えるメッセージを送ることとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　前記ＵＥのサービングセルと中間セルとの間の第１のタイミングオフセットを判断する
ための手段と、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断するための手段と
、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断するための手
段と、
　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断するための手段と、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを前記サービングセルに送るための手段と、
を備える、ユーザ機器。
【請求項２１】
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信するための手段
とをさらに備える、請求項２０に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行うための
手段と、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用するための手段とをさらに備える、請求
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項２１に記載のユーザ機器。
【請求項２３】
　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記第１のタイミングオフセ
ットを判断するための前記手段が、前記前のサービングセル上で動作している間に前記Ｕ
Ｅによって行われた前記サービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセッ
トを判断するための手段を備える、請求項２０に記載のユーザ機器。
【請求項２４】
　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行う
ための手段をさらに備え、前記第１のタイミングオフセットを判断するための前記手段が
、前記中間セルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断するための
手段を備える、請求項２０に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　前記第２のタイミングオフセットを判断するための前記手段が、前記基準セルと前記中
間セルとが同じ周波数上で動作することに基づいて、および前記同じ周波数上での同期ま
たは半同期ネットワーク展開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセットを０に
設定するための手段を備える、請求項２０に記載のユーザ機器。
【請求項２６】
　少なくとも１つのセルについての支援データを受信するための手段をさらに備え、前記
第２のタイミングオフセットを前記判断するための手段が、前記支援データに基づいて前
記第２のタイミングオフセットを判断するための手段を備える、請求項２０に記載のユー
ザ機器。
【請求項２７】
　無線通信のためのユーザ機器（ＵＥ）であって、
　前記ＵＥのサービングセルと中間セルとの間の第１のタイミングオフセットを判断し、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断し、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断し、
　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断し、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを前記サービングセルに送る、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える、ユーザ機器。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信することとを行
うように構成された、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行い、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用するように構成された、請求項２８に記
載のユーザ機器。
【請求項３０】
　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記少なくとも１つのプロセ
ッサが、前記前のサービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって行われた前記サ
ービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断するように構成さ
れた、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行う
ことと、
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　前記中間セルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することと
を行うように構成された、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記基準セルと前記中間セルとが同じ周波数上で
動作することに基づいて、および前記同じ周波数上での同期または半同期ネットワーク展
開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセットを０に設定するように構成された
、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　少なくとも１つのセルについての支援データを受信することと、
　前記支援データに基づいて前記第２のタイミングオフセットを判断することとを行うよ
うに構成された、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項３４】
　ユーザ機器（ＵＥ）上の少なくとも１つのプロセッサによって実行可能なコンピュータ
プログラムであって、
　前記ユーザ機器（ＵＥ）のサービングセルと中間セルとの間の第１のタイミングオフセ
ットを判断することを前記少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することを前記少
なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断することを前
記少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断することを前記少な
くとも１つのプロセッサに行わせるためのコートと、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを前記サービングセルに送ることを前記少なくとも１つのプロセッサに行わせる
ためのコードと、
　を備えるコンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１１年１月２０日に出
願された「METHOD AND APPARATUS FOR SENDING TIMING INFORMATION IN A REQUEST FOR M
EASUREMENT GAPS」と題する米国仮出願第６１／４３４，７７９号の優先権を主張する。
【０００２】
　本開示は、一般に通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信ネットワークにおいてセ
ルについてのタイミング情報を判断するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信ネットワークは、ボイス、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている。こ
れらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することによ
って複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。そのよ
うな多元接続ネットワークの例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分
割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、
直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipment）のた
めの通信をサポートできるいくつかのセルを含み得る。「セル」という用語は、基地局の
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カバレージエリア、および／またはそのカバレージエリアにサービスする基地局サブシス
テムのカバレージエリアを指すことができる。ＵＥは、サービングセルと通信し得、様々
な目的のために他のセルの測定を行う必要があり得る。ＵＥによる他のセルの測定をサポ
ートすることが望ましいことがある。
【発明の概要】
【０００５】
　本明細書では、セルについてのタイミング情報を判断するための技法を開示する。ＵＥ
は、サービングセルと通信し得、例えば、ＵＥの測位のために、他のセルの測定を行う必
要があり得る。各セルは、それのタイミングに基づいて基準信号を送信し得る。異なるセ
ルは、非同期的に、または未知のタイミングを用いて動作し得る。ＵＥは、サービングセ
ルに測定ギャップについての要求を送り得、その要求中にセルについてのタイミング情報
を含め得る。サービングセルは、ＵＥからのタイミング情報に基づいて、他のセルについ
ての適切な時間における測定ギャップを判断し得る。サービングセルはまた、測定ギャッ
プ中にデータ送信をＵＥにスケジュールすることを回避し得る。ＵＥは、次いで、サービ
ングセルからのデータを失うことなしに、測定ギャップ中に他のセルの測定を行い得る。
【０００６】
　１つの設計では、ＵＥは、ＵＥの中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミング
オフセットを判断し得る。中間セルは、ＵＥの前のサービングセル、ＵＥによって前に使
用されたセル、または何らかの他のセルであり得る。ＵＥはまた、例えば、基準セルの測
定を実際に行うことなしに、基準セルと中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを
判断し得る。基準セルは、そのタイミングが基準として使用されるセルであり得、他のセ
ルのタイミングは、基準セルのタイミングに対して与えられ得る。ＵＥは、第１のタイミ
ングオフセットと第２のタイミングオフセットとに基づいて基準セルとサービングセルと
の間の第３のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥは、次いで、第３のタイミングオ
フセットに基づいてタイミング情報を判断し得る。タイミング情報は、基準セルとサービ
ングセルとの間の第３のタイミングオフセット、またはＵＥによって測定されるべきセル
とサービングセルとの間の第４のタイミングオフセットを備え得る。ＵＥは、タイミング
情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメッセージを送り得
る。ＵＥは、タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信し得る。
ＵＥは、測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行い得る
。ＵＥは、例えば、ＵＥのロケーション推定値を計算するために、ＵＥの測位のためにセ
ルの測定値を使用し得る。
【０００７】
　本開示の様々な態様および特徴について以下でさらに詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】ワイヤレス通信ネットワークを示す図。
【図２】例示的なフレーム構造を示す図。
【図３】ＵＥの測位をサポートするためのプロセスを示す図。
【図４】セルのタイミング図。
【図５】２つのセル間のタイミングオフセットを判断するためのタイムラインを示す図。
【図６】セルについてのタイミング情報を判断するためのプロセスを示す図。
【図７】ＵＥの測定ギャップパターンを判断するためのプロセスを示す図。
【図８】ＵＥおよび基地局のブロック図。
【図９】ＵＥおよび基地局の別のブロック図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡおよび他のワイヤレスネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークに使用
され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用さ
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れる。ＣＤＭＡネットワークは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装できる。ＵＴ
ＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）、およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、
ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏｂａ
ｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（
登録商標）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、Ｅｖｏｌｖｅｄ　
ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）
、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－ＦｉおよびＷｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ）、ＩＥＥＥ８０
２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）な
どの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏ
ｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）の一部であ
る。周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方における３ＧＰＰ　Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ
－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡ
を利用するＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－Ｕ
ＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に
記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　
Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書
に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよび無
線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術のために使用され得る。明
快のために、本技法のいくつかの態様は、以下ではＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関して説明され
、以下の説明の大部分でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの用語が使用される。
【００１０】
　図１に、ＬＴＥネットワークまたは何らかの他のワイヤレスネットワークであり得る、
ワイヤレス通信ネットワーク１００を示す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつか
の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０と他のネットワークエンティティとを含み得る。ｅＮ
Ｂは、ＵＥと通信するエンティティであり得、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなど
と呼ばれることもある。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに対して通信カバレージを提供
し得、カバレージエリア内に位置するＵＥのための通信をサポートし得る。ネットワーク
容量を改善するために、ｅＮＢの全体的なカバレージエリアは複数（例えば、３つ）のよ
り小さいエリアに区分され得る。より小さいエリアの各々は、それぞれのｅＮＢサブシス
テムによってサービスされ得る。３ＧＰＰでは、「セル」という用語は、この用語が使用
されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアおよび／またはこのカバレージ
エリアをサービスしているｅＮＢサブシステムを指すことがある。
【００１１】
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
通信カバレージを提供し得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径
数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可
能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加入して
いるＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的エ
リア（例えば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（例えば、限定
加入者グループ（ＣＳＧ中のＵＥ））による制限付きアクセスを可能にし得る。図１に示
す例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ
、１０２ｂ、および１０２ｃのためのマクロｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｄは、ピコ
セル１０２ｄのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ１１０ｅは、フェムトセル１０２ｅ
のためのフェムトｅＮＢであり得る。「セル」、「ｅＮＢ」、および「基地局」という用
語は互換的に使用され得る。
【００１２】
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　ワイヤレスネットワーク１００はまた、リレー（図１に図示せず）を含み得る。リレー
は、上流局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信し、そのデータの送信
を下流局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）に送ることができるエンティティであり得る。リ
レーはまた、他のＵＥに対する送信を中継できるＵＥであり得る。
【００１３】
　ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し得、これらのｅＮＢの協
調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、単一のネットワークエン
ティティまたはネットワークエンティティの集合を備え得る。ネットワークコントローラ
１３０はバックホールを介してｅＮＢと通信し得る。ｅＮＢはまた、例えば、ワイヤレス
バックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し
得る。ロケーション／測位サーバ１４０は、ネットワークコントローラ１３０に結合し得
、ＵＥのためのロケーションサービスおよび／または測位をサポートし得る。測位とは、
ターゲットＵＥの地理的ロケーションを判断する機能を指す。ロケーションサービスとは
、ロケーション情報（例えば、ＵＥのロケーション推定値）を利用するサービスを指す。
【００１４】
　ＵＥ１２０はワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各ＵＥは固定
または移動であり得る。ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユニット、局など
と呼ばれることもある。ＵＥは、セルラーフォン、スマートフォン、タブレット、ワイヤ
レス通信デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス
、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、無線ローカルループ（ＷＬＬ）局、ネ
ットブック、スマートブックなどであり得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンク
を介してｅＮＢと通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）はｅＮＢからＵＥへ
の通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥからｅＮＢへの通信リ
ンクを指す。ＵＥはまた、他のＵＥとピアツーピア（Ｐ２Ｐ）に通信することが可能であ
り得る。
【００１５】
　図２に、ＬＴＥにおけるＦＤＤのための例示的なフレーム構造２００を示す。ダウンリ
ンクおよびアップリンクの各々の送信タイムラインは無線フレームの単位に区分され得る
。各無線フレームは、所定の持続時間（例えば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し得、０～９
のインデックスをもつ１０個のサブフレームに区分され得る。各サブフレームは２つのス
ロットを含み得る。したがって、各無線フレームは、０～１９のインデックスをもつ２０
個のスロットを含み得る。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、（図２に示すよ
うに）ノーマルサイクリックプレフィックスの場合は７つのシンボル期間、または拡張サ
イクリックプレフィックスの場合は６つのシンボル期間を含み得る。各サブフレーム中の
２Ｌ個のシンボル期間には、０から２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。
【００１６】
　図２に示すように、ＬＴＥにおけるダウンリンク上で、セルは、サブフレームの制御領
域中で、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control
 Format Indicator Channel）、物理ＨＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physi
cal HARQ Indicator Channel）、および物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Ph
ysical Downlink Control Channel）を送信し得る。ＰＣＦＩＣＨは、制御領域のサイズ
を搬送し得る。ＰＨＩＣＨは、ＨＡＲＱを用いてアップリンク上で送られるデータ送信の
ための肯定応答（ＡＣＫ）および否定応答（ＮＡＣＫ）フィードバックを搬送し得る。Ｐ
ＤＣＣＨは、ダウンリンク許可、アップリンク許可、および／または他の制御情報を搬送
し得る。セルはまた、サブフレーム（図２に図示せず）のデータ領域中で物理ダウンリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）を送信し得る。ＰＤ
ＳＣＨは、ダウンリンク上でのデータ送信がスケジュールされたＵＥについてのデータを
搬送し得る。
【００１７】
　セルはまた、システム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにおいてダウンリンク上で１次同期
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信号（ＰＳＳ：primary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary 
synchronization signal）とを送信し得る。ＦＤＤでは、ＰＳＳおよびＳＳＳは、図２に
示すように、それぞれ、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサ
ブフレーム０および５中のシンボル期間６および５中で送信され得る。ＰＳＳおよびＳＳ
Ｓは、セル探索および収集のためにＵＥによって使用され得る。セルはまた、図２に示す
ようにいくつかの無線フレームのスロット１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキ
ャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）を送信し得る。ＰＢＣＨは、
マスタ情報ブロック（ＭＩＢ：master information block）などの何らかのシステム情報
を搬送し得る。セルは、いくつかのサブフレームにおいてＰＤＳＣＨ上でシステム情報ブ
ロック（ＳＩＢ：system information block）などの他のシステム情報を送信し得る。
【００１８】
　セルはまた、各サブフレームのいくつかのシンボル期間中にセル固有基準信号（ＣＲＳ
：cell-specific reference signal）を送信し得る。基準信号は、送信機および受信機に
よってアプリオリに知られる信号であり、パイロットと呼ばれることもある。ＣＲＳは、
例えば、セル識別情報（ＩＤ）に基づいて生成された、セルに固有の基準信号である。セ
ルは、各サブフレームのシンボル期間０、４、７および１１中で２つのアンテナポート０
および１からＣＲＳを送信し得る。セルはまた、各サブフレームのシンボル期間１および
８中で２つの追加アンテナポート２および３からＣＲＳを送信し得る。セルは、セルＩＤ
に基づいて判断され得る、均等に離間したサブキャリア上でＣＲＳを送信し得る。セルは
また、測位基準信号（ＰＲＳ：positioning reference signal）、チャネル状態情報基準
信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information reference signal）などの他の基準信
号を送信し得る。
【００１９】
　ワイヤレスネットワーク１００は、単一の周波数または複数の周波数上での動作をサポ
ートし得る。周波数は、キャリア、周波数チャネルなどと呼ばれることもある。例えば、
複数の周波数の各々上でセルの異なるセットがサポートされ得る。同じ周波数上で動作す
るセルは、周波数内セルと呼ばれることがある。異なる周波数上で動作するセルは、周波
数間セルと呼ばれることがある。
【００２０】
　ＵＥは、１つの周波数上でサービングセルと通信し得、その周波数は、サービング周波
数と呼ばれることがある。ＵＥは、サービング周波数上の他のセルの測定を行い得、その
測定は、周波数内測定と呼ばれることがある。ＵＥはまた、サービング周波数とは異なる
１つまたは複数の周波数上の他のセルの測定を行い得、その測定は、周波数間測定と呼ば
れることがある。測定を行うべきセルは測定セルと呼ばれることがある。測定セルが動作
する周波数はターゲット周波数と呼ばれることがある。様々なタイプの測定があり得、そ
れらの測定は様々な目的のために使用され得る。例えば、ＵＥは、ＵＥによって検出され
た異なるセルの観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ：observed time difference of arrival）
についての測定を行い得る。２つのセルについてのＯＴＤＯＡ測定は、２つのセルのタイ
ミングの差、例えば、１つセルの指定された無線フレーム（例えば、無線フレーム０）の
開始と別のセルの指定された無線フレームの開始との間の差を示し得る。異なるセルにつ
いてのＯＴＤＯＡ測定は、ＵＥのロケーション推定値を判断するための測位のために使用
され得る。
【００２１】
　ＵＥは、ＵＥの測位をサポートするために周波数間測定を実行し得る。周波数間測定の
場合、ＵＥは、サービング周波数から離調し、別の周波数上の１つまたは複数の測定セル
から基準信号の測定を行い、次いで、サービング周波数に同調して戻り得る。サービング
セルは、ＵＥに周波数間測定のための離調機会を与えるように、測定ギャップパターンを
用いてＵＥを構成し得る。測定ギャップパターンは、送信ギャップパターンなどと呼ばれ
ることもある。測定ギャップパターンは、ＵＥにサービングセルによるデータ送信がスケ
ジュールされないギャップ（例えば、時間間隔）の周期シーケンスを備え得る。したがっ
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て、ＵＥは、測定ギャップパターンによって定義されるギャップ中にサービングセルを監
視する必要がなく、サービングセルからのスケジュールされたデータ送信を逃すことなし
に他の周波数上で測定を行うために離調できる。
【００２２】
　図３に、周波数間ＯＴＤＯＡをサポートするためのプロセス３００の呼フローを示す。
ＵＥ１２０ｚは、サービングセル／ｅＮＢ１１０ｚと通信し得る。ＵＥ１２０ｚは、図１
のＵＥのうちの１つであり得、サービングセル／ｅＮＢ１１０ｚは、図１のｅＮＢのうち
の１つであり得る。ＵＥ１２０ｚは、測位サーバ１４０からＯＴＤＯＡ測位についての要
求を受信する（ステップ１）。その要求は、サービングセル１１０ｚに透過的であるＬＴ
Ｅ測位プロトコル（ＬＰＰ：LTE Positioning Protocol）メッセージを介して到着し得、
それは、サービングセル１１０ｚは、ＵＥ１２０ｚがＯＴＤＯＡ測定を実行する必要があ
ることに気づいていないことがあることを意味する。ＵＥ１２０ｚはまた、測位サーバ１
４０から支援データを受信し得る。支援データは、周波数内セルおよび／または周波数間
セルについての情報を含み得、それらのセルについてのＯＴＤＯＡ測定を行うためにＵＥ
１２０ｚによって使用され得る。したがって、支援データは、ＯＴＤＯＡ支援データと呼
ばれることがある。
【００２３】
　ＵＥ１２０ｚは、測定ギャップを必要とするＯＴＤＯＡ測定がＵＥ１２０ｚから要求さ
れていることをサービングセル１１０ｚに通知するためにアップリンクメッセージを送る
（ステップ２）。このメッセージは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１において定義されて
いるＩｎｔｅｒＦｒｅｑＲＳＴＤＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセー
ジまたは何らかの他のメッセージであり得る。サービングセル１１０ｚは、ＵＥ１２０ｚ
からアップリンクメッセージを受信し得、ＵＥ１２０ｚの好適な測定ギャップパターンを
判断し得る。サービングセル１１０ｚは、次いで、測定ギャップパターンの構成をＵＥ１
２０ｚに戻す（ステップ３）。
【００２４】
　ＵＥ１２０ｚは、サービングセル１１０ｚから測定ギャップパターンを受信し得、ＵＥ
１２０ｚのための測定ギャップを判断し得る。ＵＥ１２０ｚは、その後、測定ギャップパ
ターンによって示される測定ギャップ中に、周波数内セルおよび／または周波数間セルの
基準信号および／または他の信号の測定を行う（ステップ４）。ある後の時点において、
ＵＥ１２０ｚは、測定ギャップがＵＥ１２０ｚによってもはや必要とされないことをサー
ビングセル１１０ｚに通知するために、別のアップリンクメッセージを送る（ステップ５
）。サービングセル１１０ｚは、ＵＥ１２０ｚからアップリンクメッセージを受信し得、
測定ギャップパターンのリリースをＵＥ１２０ｚに戻す（ステップ６）。ＵＥ１２０ｚは
また、測位サーバ１４０に測定値および／またはロケーション推定値を送る（ステップ７
）。図３の諸ステップは、図３に示す順序とは異なる順序で実行され得る。
【００２５】
　図３に示すように、ＯＴＤＯＡでは、命令は、サービングセルに透過的である上位レイ
ヤプロトコル（例えば、ＬＰＰ）を介して到着し得るので、サービングセル１１０ｚは、
ＵＥ１２０ｚが他のセルについての周波数間測定を実行するように命令されていることに
気づいていないことがある。ＵＥ１２０ｚは、次いで、ＩｎｔｅｒＦｒｅｑＲＳＴＤＭｅ
ａｓｕｒｅｍｅｎｔＩｎｄｉｃａｔｉｏｎメッセージを送ることによって、サービングセ
ル１１０ｚに測定ギャップを要求し得る。このメッセージの「開始」バージョンは、測定
ギャップについての要求のセマンティクスを含み得る。このメッセージはまた、サービン
グセル１１０ｚが、それ自体のタイムラインに基づいて、ターゲット周波数の各々上のセ
ルによって基準信号がいつ送信されるのかを判断することを可能にするのに十分な情報を
含まなければならない。この情報は、１つまたは複数のターゲット周波数上の基準信号の
タイミングの指示を備え得る。例えば、ＵＥ１２０ｚは、注目する各ターゲット周波数の
ｐｒ－ＳｕｂｆｒａｍｅＯｆｆｓｅｔ値を与え得る。ターゲット周波数のｐｒｓ－Ｓｕｂ
ｆｒａｍｅＯｆｆｓｅｔ値は、そのターゲット周波数上のセルによって送信される測位基
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準信号を搬送するサブフレームの開始と、サービングセルによって送信される測位基準信
号を搬送するサブフレームの開始との間の差を示し得る。ＵＥ１２０ｚは、ｐｒｓ－Ｓｕ
ｂｆｒａｍｅＯｆｆｓｅｔ値が利用可能である、例えば、ＵＥ１２０ｚに送られる支援デ
ータ中でその値が与えられる各ターゲット周波数についてｐｒｓ－ＳｕｂｆｒａｍｅＯｆ
ｆｓｅｔ値を与え得る。
【００２６】
　ＵＥは、（例えば、図３のステップ１において）測位サーバからセル測定を行うための
支援データを受信し得る。支援データは、１つまたは複数の周波数上のセルについてのタ
イミング情報を備え得、１つまたは複数の周波数上のセルからの基準信号を測定するため
にＵＥによって使用され得る。支援データは、一般に、基準セルに対して与えられ、必ず
しもＵＥのサービングセルに対するものであるとは限らない。基準セルは、そのタイミン
グが基準として使用されるセルである。他のセルのタイミングは、基準セルのタイミング
に対して与えられ得る。例えば、支援データは、１つまたは複数のセルのためのタイミン
グオフセットを含み得、各セルのためのタイミングオフセットは、基準セルによって送信
される測定可能な信号のタイミングに対する、そのセルによって送信される測定可能な信
号のタイミングに基づいて判断される。基準セルがサービング周波数上にない場合、また
はサービング周波数上のすべてのセルが時間整合されていない場合、ターゲット周波数上
のセルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを知ることは、サービングセルが
、ＵＥに測定ギャップを与えるべきときを決定するのに十分でないことがある。
【００２７】
　問題の一例は以下の通りであり得る。ＵＥは、ワイヤレスネットワーク中で動作し得、
そのワイヤレスネットワーク中のマクロセルは、複数の周波数の各々上で同期される。し
かしながら、ＵＥは、それのサービングセルとしてフェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ
（ＨｅＮＢ））を有し得る。このフェムトセルは、マクロセルと時間整合されていないこ
とがあり、それ自体がＯＴＤＯＡをサポートしないことがある。各周波数は、その周波数
上のセルによる基準信号の送信の単一のタイムラインを有し得る。非同期フェムトセルは
、基準信号のこの送信に参加し得ない。ＵＥは、基準セルのタイミングに対する、複数の
周波数の各々のためのタイミングオフセットを備え得る。しかしながら、サービングセル
は、これらのタイミングオフセットをそれ自体の非同期タイムラインに変換することがで
きないことがある。ＵＥは、それのサービングセルとして非同期セルを有する他の状況、
またはＵＥに与えられる支援データがサービングセルのタイミングに対する基準セルのタ
イミングを搬送しない他の状況で同様の問題が起こり得る。
【００２８】
　一態様では、ＵＥは、ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセット
を判断し得る。基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットは、測定セルと
サービングセルとの間のタイミングオフセットを判断するために使用され得る。次いで、
測定セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットに基づいてＵＥの測定ギャップ
パターンが判断され得る。
【００２９】
　図４に、様々なセルのタイミング図を示す。図４の上部に、ＵＥのサービングセルのタ
イミングが示されている。サービングセルの指定された無線フレームの開始は時間Ｔserv

の時点である。図４のサービングセルのタイミングの下に、中間セルのタイミングが示さ
れている。中間セルの指定された無線フレームの開始は時間Ｔinterの時点である。中間
セルは、ＵＥによって前に検出され、測定されたセルであり得、以下のうちの１つであり
得る。
【００３０】
　・　ＵＥの前のサービングセル、
　・　ＵＥがアイドルモード中に前にキャンプオンしていたセル、
　・　何らかの目的のためにＵＥによって前に使用されたセル、または
　・　何らかの他のセル。



(12) JP 5763213 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

【００３１】
　中間セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットは、次のように表され得る。
【数１】

【００３２】
　図４および式（１）に示すように、第１のセルと第２のセルとの間のタイミングオフセ
ットは、第１のセルに指定された時間（例えば、無線フレーム０の開始）と第２のセルに
指定された時間との間の差である。第１のセルと第２のセルとの間のタイミングオフセッ
トは、第１のセルと第２のセルとの間の相対的タイミング、または第１のセルと第２のセ
ルとの間のタイミング差などと呼ばれることもある。
【００３３】
　図４の中間セルのタイミングの下に、基準セルのタイミングが示されている。基準セル
の指定された無線フレームの開始は時間Ｔrefの時点である。基準セルと中間セルとの間
のタイミングオフセットは、次のように表され得る。
【数２】

【００３４】
　基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットは、次のように表され得る。
【数３】

【００３５】
　図４の下部に、測定セルのタイミングが示されている。測定セルの指定された無線フレ
ームの開始は時間Ｔmeasの時点である。測定セルとサービングセルとの間のタイミングオ
フセットは、次のように表され得る。

【数４】

【００３６】
　明快のために、図４に、単一の測定セルのタイミングを示す。概して、同じまたは異な
るタイミングを有し得る、任意の数の測定セルがあり得る。各測定セルとサービングセル
との間のタイミングオフセットは、式（４）に示すように判断され得、ＵＥの測定ギャッ
プパターンを判断するために使用され得る。
【００３７】
　図４に示すように、測定セルは、サービングセルのタイミングとは異なり得るそれらの
自体のタイミングに基づいて、それらの信号（例えば、基準信号）を送信し得る。ＵＥは
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、基準セルのタイミングに対する測定セルのタイミングを与え得る支援データを受信し得
る。基準セルは、サービングセルとは異なり得る。この場合、ＵＥは、基準セルとサービ
ングセルとの間のタイミングオフセットを判断する必要があることになる。このタイミン
グオフセットは、例えば、式（４）に示すように、サービングセルのタイミングに対する
測定セルのタイミングを判断するために、支援データとともに使用され得る。サービング
セルのタイミングに対する測定セルのタイミングは、測定セルに適切な時間に（サービン
グセルのタイミングに基づいて与えられる）測定ギャップを判断するためにサービングセ
ルによって使用され得、したがって、これらの測定セルはＵＥによって測定され得る。
【００３８】
　基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットは、基準セルのタイミングを
判断するために基準セルの基準信号を実際に測定する必要なしに判断され得る。これは、
中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオフセットを判断することによって
達成され得る。第１のタイミングオフセットは、中間セルのタイミングを判断するために
新しい測定を行う必要なしに、ＵＥにおいて利用可能であり得る。基準セルと中間セルと
の間の第２のタイミングオフセットは、以下で説明するように、例えば、基準セルのタイ
ミングを測定／判断する必要なしに判断され得る。例えば、中間セルと基準セルとが同期
または半同期であり、同じまたは同様のタイミングを有する場合、第２のタイミングオフ
セットはゼロになると仮定され得る。第２のタイミングオフセットはまた、ＵＥに与えら
れる支援データから利用可能であり得る（またはそれに基づいて確認可能であり得る）。
基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセット（すなわち、相対的タイミング
）は、次いで、例えば、式（３）に示すように、第１のタイミングオフセットと第２のタ
イミングオフセットとに基づいて判断され得る。
【００３９】
　ＵＥは、様々な方法で基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを判断
し得る。このタイミングオフセットは、ＵＥに自明でないことがある。例えば、サービン
グセルは、非同期フェムトセルであり得、任意のタイムラインに基づいて動作し得る。し
たがって、フェムトセルのタイミングと偶数の周波数内マクロセルのタイミングとの間に
接続がないことがある。
【００４０】
　ＵＥに可視である所与のセルの（無線フレームレベル）タイミングを、高い成功の可能
性で判断するために、様々な方式が使用され得る。各方式の適用性は、サービングセル中
のＵＥの状態と、ＵＥのネイバーセルについての知識（必ずしも基準セル自体についての
知識とは限らない）とに依存し得る。
【００４１】
　第１の方式では、ＵＥは、ＵＥによって前に使用されたセルのタイミングに基づいて、
中間セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥは、再選択
、または前のサービングセルＡからのハンドオーバを介して現在のサービングセルＢに到
着し得る。再選択は、ＵＥがアイドルモードにあるときの新しいサービングセルの選択を
指す。ハンドオーバは、ＵＥが接続／アクティブモードにあるときの新しいサービングセ
ルの選択を指す。ＵＥは、再選択またはハンドオーバのときに現在のサービングセルＢと
前のサービングセルＡとの間のタイミング関係を容易に判断できる。例えば、前のサービ
ングセルＡから現在のサービングセルＢへの再選択は、通常、ＵＥがセルＡにキャンピン
グされている間にＵＥによってセルＢに対して行われた測定に基づいてトリガされ得る。
この測定プロシージャ中に、ＵＥは、セルＢからの何らかのシステム情報を読み取る必要
があり得、したがって、それの受信タイムラインをセルＡ中でダウンリンク受信と整合さ
れた状態から、セルＢ中でダウンリンク受信と整合された状態にスルー（slew）し得る。
ＵＥがそれの受信タイムラインをスルーする時間量は、２つのセル中の無線フレーム境界
間のタイミングオフセットであるサブフレームオフセットを与える。ＵＥは、セルＢのシ
ステムフレーム番号（ＳＦＮ：system frame number）を判断し得、その判断は、セルＢ
からのシステム情報の読取り中に行われ得る。ＵＥは、したがって、セルＡとセルＢとの
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間の相対的タイミングを判断するのに十分な情報を有し得る。
【００４２】
　図５に、再選択時にセルＡとセルＢとの間のタイミングオフセットを判断するためのタ
イムラインを示す。ＵＥは、時間Ｔ2の前にセルＡにキャンプオンされ得、セルＡが、時
間Ｔ1において開始する無線フレームに対してｘのＳＦＮを有することを知り得る。ＵＥ
は、時間Ｔ2においてセルＡからセルＢに切り替わり得、時間Ｔ2から時間Ｔ4への時間間
隔中に、セルＢの測定を行い、セルＢから何らかのシステム情報を読み取り得る。ＵＥは
、セルＢが、時間Ｔ3において開始する無線フレームに対してｙのＳＦＮを有すると判断
し得る。ＵＥは、時間Ｔ4においてセルＢからセルＡにスイッチバックし得、再びセルＡ
にキャンプオンし得る。ＵＥは、時間Ｔ5において開始してセルＡからセルＢへの再選択
を実行し得、時間Ｔ6において開始してセルＢにキャンプオンし得る。
【００４３】
　ＵＥは、セルＡとセルＢとの間のサブフレームオフセットが時間Ｔ3と時間Ｔ1との間の
差に等しくなるべきであると判断し得る。ＵＥは、次いで、次のようにセルＡとセルＢと
の間のタイミングオフセットを判断し得る。
【数５】

【数６】

【００４４】
　式（５）に示すように、セルＡとセルＢとの間のタイミングオフセットは、サブフレー
ム（または、例えば、ミリ秒）の単位で与えられ得、サブフレームオフセット＋無線フレ
ームオフセットに等しくなり得る。式（６）に示すように、無線フレームオフセットは、
（ｙ－ｘ）＊１０に等しく、セルＡのＳＦＮとセルＢのＳＦＮとの間の差を考慮する。サ
ブフレームオフセットは、ＵＥが測定を行い、システム情報を受信するためにセルＢから
ダウンリンク信号を最初に収集するとき、ＵＥによって判断され得る。ＵＥがセルＢから
ＭＩＢ中で関連システム情報を受信すると、無線フレームオフセットがＵＥによって判断
され得る。
【００４５】
　図５に示す方式はまた、ＵＥがハンドオーバを介して現在のサービングセルに到着した
シナリオに適用可能であり得る。ハンドオーバ中に、ＵＥは、本質的に、図５について上
記で説明したプロシージャを実行し得る。ＵＥは、ターゲットセルが測定されるとき、ま
たはソースセルからターゲットセルに切り替わるときのいずれかに、前のサービングセル
（すなわち、ソースセル）と現在のサービングセル（すなわち、ターゲットセル）との間
のサブフレームオフセットを判断し得る。ＵＥは、収集プロセス中の探索器の出力、また
は内部で維持されたタイムラインを新しいセルに整合させるために必要とされるスルーの
量、または何らかの他の情報に基づいてサブフレームオフセットを判断し得る。ＵＥは、
ターゲットセルのＭＩＢを読み取るときにＵＥに利用可能であり得る、ターゲットセルの
ＳＦＮに少なくとも部分的に基づいて無線フレームオフセットを判断し得る。
【００４６】
　上記で説明した再選択およびハンドオーバシナリオは、サービングセルと前に使用され
た／占有されたセルとの間のタイミングオフセットがＵＥに知られ得ることを示した。前
に使用されたセルは、前のサービングセル、またはＵＥがアイドルモード中に前にキャン
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プオンしていたセル、または何らかの他のセルであり得る。ＵＥは、後で使用するために
これらの２つのセル間のタイミングオフセットを記憶し得る。記憶されたタイミングオフ
セットの精度は、例えば、サービングセルにおける周波数ドリフトの結果として時間とと
もに劣化し得る。しかしながら、この周波数ドリフトは、比較的遅いことがある。周波数
ドリフトは、実際のＯＴＤＯＡ測定などの時間的制約の高いプロシージャにとって重要で
あり得るが、そのタイミングがミリ秒レベルで判断され得る測定ギャップを判断する際に
無視できる影響しか有さないことがある。
【００４７】
　第２の方式では、ＵＥは、ＵＥによって測定されたネイバーセルのタイミングに基づい
て中間セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥは、長時
間サービングセル中にあり得、前のセルに気づいていないことがある。例えば、ＵＥは、
サービングセル中で電源投入され、移動したことがないことがあり、したがって、前に占
有したセルがないことがある。そのような状況では、ＵＥは、現在のセルを離れることな
しに、ネイバーセルのタイミングを判断することが可能でなければならない。
【００４８】
　１つの設計では、ＵＥは、アイドルモードで動作する間に、図５に示すプロシージャに
基づいてネイバーセルのタイミングを判断し得る。ＵＥは、ある時点においてアイドルモ
ードにある間にサービングセルにキャンプオンし得、それは、ＵＥがサービングセル上で
電源投入された場合に当てはまり得る。この場合、図５に示すプロシージャは、ネイバー
セルのタイミングオフセットを取得するために使用され得る。アイドルモードにある間に
、ＵＥは、ページングメッセージがＵＥに送られ得るページングオケージョンまたは時間
間隔を示し得る、長めの間欠受信（ＤＲＸ：discontinuous reception）サイクルを有し
得る。ＵＥは、ＵＥに適用可能であるページングオケージョン中にのみサービングセルを
監視し得る。ページングオケージョン間に、ＵＥは、例えば、可能な再選択についてセル
を評価するために、ネイバーセルを測定し得る。サービングセルが十分に強い場合、ＵＥ
は、ネイバーセルの測定を行う必要がないことがあり、サービングセルが十分に強いかど
うかは、ＳｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈおよびＳｎｏｎｉｎｔｒａｓｅａｒｃｈなど、ネット
ワークによって構成されたしきい値によって定義され得る。しかしながら、サービングセ
ルが十分に強い場合でも、ＵＥは依然としてネイバーセルの測定を行い得る。これらの測
定中に、ＵＥは、図５に示すように、ＭＩＢおよびシステム情報ブロックタイプ１（ＳＩ
Ｂ１：system information block type 1）などのシステム情報を受信し得る。ＵＥは、
ＵＥが実際にネイバーセルに対して再選択しようとした場合と同様の方法で、ネイバーセ
ルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを判断するための測定／評価プロシー
ジャを使用し得る。
【００４９】
　別の設計では、ＵＥは、接続モードで動作する間に、図５に示すプロシージャに基づい
てネイバーセルのタイミングを判断し得る。ＵＥは、サービングセルと接続モードで動作
し得、ネイバーセルの測定を行うために、図５に示す説明するプロシージャを実行し得る
。例えば、ＵＥは、ＤＲＸで構成され得、または接続モードでの通常の動作の過程におけ
る周波数間ネイバーセルの測定のために測定ギャップパターンを与えられ得る。ＵＥは、
ＤＲＸオケージョン間または測定ギャップ間の時間間隔に対応し得るいくつかのアイドル
期間を有し得る。ＵＥは、ネイバーセルの測定を行い、ネイバーセルの関連システム情報
を読み取り、ネイバーセルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを判断するた
めにアイドル期間を使用し得る。図５に示すプロシージャは、アイドルモードシナリオな
らびに接続モードシナリオに適用可能であり得る。ＵＥは、接続モードでの測定のために
必要とされないことがある、ネイバーセルからのシステム情報の受信のために、それの利
用可能な時間の一部を割り振り得る。
【００５０】
　ＵＥは、基準セルのタイミングを実際に測定する必要なしに、中間セルのタイミングに
基づいて基準セルのタイミングを判断し得る。したがって、ＵＥは、基準セルのタイミン
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グを測定することなしに、基準セルと中間セルとの間のタイミングオフセットを判断し得
る。
【００５１】
　第１の設計では、いくつかの条件が満たされた場合、基準セルのタイミングは、中間セ
ルのタイミングと同じであると仮定され得る。例えば、（ｉ）中間セルが基準セルと同じ
周波数上で動作する場合、および（ｉｉ）ネットワーク展開が各周波数内で同期または半
同期である場合、基準セルと中間セルとは、同じタイミングを有すると仮定され得る。同
期ネットワーク展開は、セルが、特定の許容差内で基準時間に整合されたタイミングを有
する同期ネットワーク展開である。半同期ネットワーク展開は、セルが互いに厳密に同期
されないが、それらの基準信号送信オケージョンが互いに特定の許容差内に整合するよう
に選定される半同期ネットワーク展開である。したがって、ＵＥは、ターゲットセルのた
めのＰＲＳオケージョンがサービングセルのためのＰＲＳオケージョンと同時に（許容差
内に）発生することになることを知ることができる。ワイヤレスネットワーク中のセルが
、ワイヤレスネットワークの各周波数内でサブミリ秒レベルで時間整合されている場合、
ネットワーク展開は、同期または半同期であるとみなされ得る。第１の設計では、基準セ
ルと中間セルとの間のタイミングオフセットは、ゼロに等しくなるか、またはΔＴref,in

ter＝０であると仮定され得る。
【００５２】
　第２の設計では、基準セルのタイミングは、測定セルであり得る中間セルについての支
援データに基づいて判断され得る。測位サーバは、中間セルを含み得る１つまたは複数の
測定セルについてのＯＴＤＯＡ支援データを与え得る。支援データは、基準セルと中間セ
ルとの間のタイミングオフセットを備え得る。第２の設計では、基準セルと中間セルとの
間のタイミングオフセットは、支援データによって直接与えられ得る。
【００５３】
　第３の設計では、基準セルのタイミングは、測定セルについての支援データに基づいて
判断され得る。中間セルは、ＯＴＤＯＡ支援データが測位サーバによって与えられた少な
くとも１つの測定セルと同じ周波数上で動作し得る。ネットワーク展開は、各周波数上で
同期または半同期であり得、中間セルのタイミングは、少なくとも１つの測定セルのタイ
ミングと同じであると仮定され得る。支援データは、基準セルと少なくとも１つの測定セ
ルとの間のタイミングオフセットΔＴref,measを与え得る。このタイミングオフセットΔ
Ｔref,measは、中間セルにも適用されると仮定され得、したがって、Δref,inter＝Δtre

f,measとなる。第３の設計では、基準セルと中間セルとの間のタイミングオフセットは、
支援データによって間接的に与えられ得る。
【００５４】
　ＯＴＤＯＡをサポートする展開は、（例えば、適用可能な規格および仕様では）各周波
数内で同期または半同期であると仮定され得るので、上記で説明した第１の設計は特に有
用であり得る。例えば、各周波数内でＯＴＤＯＡに参加するすべてのセル（場合によって
は、フェムトセルを除く）は、同期または半同期である必要があり得る。ＵＥは、上記で
説明したように、例えば、前に使用したセルのタイミングを判断するためのプロシージャ
、またはネイバーセルのタイミングを判断するためのプロシージャのいずれかを使用して
、基準セルと同じ周波数上の別のセルＣのタイミングを最初に判断することによって基準
セルのタイミングを判断し得る。ＵＥは、次いで、基準セルのタイミングを測定されたセ
ルＣのタイミングに設定し得る。基準セルの周波数は、ＯＴＤＯＡ支援データ中で与えら
れ得、ＵＥは、基準セルと同じ周波数上で動作する別のセルを識別し得る。測位サーバの
良好な実装形態は、測定目的のためにＵＥに良好な信号を提供する基準セルを与えようと
試みるはずであるので、周波数上の最も強い、最も容易に測定されるセルはおそらく基準
セルであり得る。この場合、ＵＥは、基準セルを直接測定できる。しかしながら、最も強
いセルが基準セルでない場合、ＵＥは、最も強いセルを測定することができ、最も強いセ
ルのタイミングに基づいて基準セルのタイミングを判断できる。
【００５５】
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　第２の設計は、支援データが与えられたセルをＵＥが測定したかどうかに依存し得る。
支援データは、ＵＥに可視であることが予想され得るセルに与えられるべきであるので、
測位サーバの良好な実装形態では、これが行われた可能性はかなり高いことがある。
【００５６】
　第３の設計は、第１の設計と第２の設計とのハイブリッドであり得、現実的な展開にお
ける共通の状況をカバーし得る。ＵＥは、支援データが与えられたセルと同じ周波数上で
ＯＴＤＯＡをサポートするセル（例えば、すべてのマクロセルについてＯＴＤＯＡ展開の
場合はマクロセル）を測定し得る。ＵＥがアイドルモードにある場合、無線状態が極めて
悪く、ＵＥが同じ周波数上のセルからシステム情報を読み取ることができないのでない限
り、これは常に可能であるはずである。ＵＥが接続モードにある場合、ＵＥは、ＵＥのＤ
ＲＸパターン、測定ギャップ、または別の周波数上で測定を行うことができる別個の受信
機などの追加のＵＥ能力に基づいて、依然として、同じ周波数上のＯＴＤＯＡサポートセ
ルを測定することが可能であり得る。
【００５７】
　ＯＴＤＯＡ支援データがＵＥに可視である周波数内セル（すなわち、サービングセルに
対して周波数内）に与えられた場合、第３の設計によって、ＵＥは、基準セルのタイミン
グを判断することが可能になり得る。この場合、ＵＥが接続モードにある間、ＵＥは、Ｄ
ＲＸパターンまたは測定ギャップなしにサービングセルと同じ周波数上のセルの周波数内
測定を行うことが可能であり得る。ＵＥは、測定されたセルのＳＦＮを判断するために測
定されたセルのシステム情報を読み取るために、サービングセルのダウンリンク受信を一
時的に中断し得る。
【００５８】
　別のセルのタイミングに基づいて基準セルのタイミングを判断するための３つの例示的
な設計について上記で説明した。基準セルのタイミングはまた、基準セルのタイミングを
実際に測定する必要なしに、他の方法で中間セルのタイミングに基づいて判断され得る。
【００５９】
　別の態様では、サービングセルがＵＥの好適な測定ギャップパターンを判断することを
可能にするために、ＵＥは、サービングセルにセルについてのタイミング情報を与え得る
。一設計では、以下のフィードバック方式の一方または両方がサポートされ得る。
【００６０】
　１．サービングセルに基準セルの相対的タイミングを示すこと、および／または
　２．ＵＥにおいて、基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを計算し
、次いで、基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを考慮に入れるため
に、測定セルのタイミングオフセットを変更すること。
【００６１】
　各フィードバック方式について、ＵＥは、上記で説明したように、基準セルとサービン
グセルとの間のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥによって与えられたタイミング
情報は、それらの２つのフィードバック方式のための異なる情報を備え得る。
【００６２】
　第１のフィードバック方式では、ＵＥは、基準セルとサービングセルとの間のタイミン
グオフセットΔＴref,servを備えるタイミング情報を与え得、そのタイミングオフセット
は、基準セルとサービングセルとの指定された無線フレーム（例えば、無線フレーム０）
の境界間の差に対応し得る。測定セルは、基準セルに対して同期または半同期であり得、
ΔＴmeas,refはゼロに等しくなると仮定され得る。サービングセルは、例えば、式（４）
に示すように、ＵＥによって与えられたタイミングオフセットに基づいて、測定セルとサ
ービングセルとの間のタイミングオフセットを判断し得る。
【００６３】
　第２のフィードバック方式では、ＵＥは、基準セルとサービングセルとの間のタイミン
グオフセットを最初に判断し得る。ＵＥは、１つまたは複数のネイバーセルのためのタイ
ミングオフセットを備える支援データを受信し得る。各ネイバーセルのためのタイミング
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オフセットは、支援データ中のｐｒｓ－ＳｕｂｆｒａｍｅＯｆｆｓｅｔパラメータによっ
て与えられ得、基準セルに関係し得る。ＵＥは、例えば、式（４）に示すように、支援デ
ータ中で受信されたタイミングオフセットと、基準セルとサービングセルとの間のタイミ
ングオフセットとに基づいて測定セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットを
計算し得る。ＵＥは、サービングセルに、測定セルとサービングセルとの間のタイミング
オフセットを備えるタイミング情報を送り得る。
【００６４】
　第１のフィードバック方式と第２のフィードバック方式の両方について、サービングセ
ルは、サービングセルのタイミングに対して、各ターゲット周波数上の測定セルの基準信
号のタイミングを判断するのに十分なタイミング情報を備え得る。したがって、サービン
グセルは、ＵＥが測定セルの基準信号を測定することを可能にするために、タイミング情
報に基づいてＵＥの好適な測定ギャップパターンを判断できる。
【００６５】
　図６に、セルについてのタイミング情報を判断するためのプロセス６００の設計を示す
。プロセス６００は、（以下で説明するように）ＵＥによって、または何らかの他のエン
ティティによって実行され得る。ＵＥは、ＵＥの中間セルとサービングセルとの間の第１
のタイミングオフセットを判断する（ブロック６１２）。ＵＥはまた、基準セルと中間セ
ルとの間の第２のタイミングオフセットを判断する（ブロック６１４）。ＵＥは、例えば
、式（３）に示すように、第１のタイミングオフセットと第２のタイミングオフセットと
に基づいて基準セルとサービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断する（
ブロック６１６）。
【００６６】
　１つの設計では、ＵＥは、第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判
断する（ブロック６１８）。ＵＥは、タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期
間についての要求とを備えるメッセージを送る（ブロック６２０）。ＵＥは、その後、タ
イミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信する（ブロック６２２）
。ＵＥは、測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行う（
ブロック６２４）。ＵＥは、ＵＥの測位のためにセルの測定値を使用する（ブロック６２
６）。ブロック６２６の１つの設計では、測定値は、セルのペアのＯＴＤＯＡ測定値を判
断するために使用され得る。ＵＥは、ＯＴＤＯＡ測定値に基づいてそれ自体のロケーショ
ン推定値を計算し得る。代替的に、ＵＥは、ＵＥのロケーション推定値を計算し得る測位
サーバにＯＴＤＯＡ測定値を送り得る。
【００６７】
　ブロック６１２の１つの設計では、中間セルは、ＵＥの前のサービングセルであり得る
。ＵＥは、前のサービングセル上で動作していた間にＵＥによって行われたサービングセ
ルの測定に基づいて第１のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥは、アイドルモード
中に中間セルに前にキャンプオンし得、中間セルにキャンプオンしていた間にＵＥによっ
て行われたセルの測定に基づいて（例えば、セル再選択測定プロシージャに基づいて）第
１のタイミングオフセットを判断し得る。代替的に、ＵＥは、接続モードで中間セルと前
に通信していることがあり、接続モードで動作する間にＵＥによって行われたセルの測定
に基づいて第１のタイミングオフセットを判断し得る。ＵＥによって行われる測定は無線
リソース測定を備え得、その無線リソース測定は、ワイヤレスネットワークによって構成
される接続モードでＵＥによって実行される通常の測定である。ブロック６１２の別の設
計では、中間セルは、ＵＥによって前に使用されたセルであり得る。
【００６８】
　ブロック６１２の別の設計では、ＵＥは、サービングセル上で動作している間に中間セ
ルの測定を行い得る。ＵＥは、次いで、中間セルの測定に基づいて第１のタイミングオフ
セットを判断し得る。１つのシナリオでは、ＵＥは、アイドルモード中にサービングセル
にキャンプオンし得、（例えば、サービングセルが十分に強く、再選択のためのセルの測
定が必要とされないときでも）アイドルモードにある間に（例えば、セル再選択測定プロ
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シージャに基づいて）セルの測定を行い得る。したがって、ＵＥは、サービングセルにお
ける無線状態により、通常は、ＵＥがそのような測定を行うことを省略することが可能に
なる時間、例えば、サービングセルの信号強度が十分に高く、ＵＥがネイバーセルを測定
する必要がない時間において、セルの測定を行い得る。ＵＥは、セルの測定に基づいて第
１のタイミングオフセットを判断し得る。別のシナリオでは、ＵＥは、接続モードでサー
ビングセルと通信し得、例えば、ワイヤレスネットワークによって構成される接続モード
にある間に中間セルの測定を行い得る。ＵＥは、次いで、中間セルの測定に基づいて第１
のタイミングオフセットを判断し得る。
【００６９】
　第１のタイミングオフセットを判断する１つの設計では、ＵＥは、中間セルとサービン
グセルとの間のサブフレームオフセットを判断し得、中間セルとサービングセルとの間の
無線フレームオフセットも判断し得る。ＵＥは、次いで、例えば、式（５）に示すように
、サブフレームオフセットと無線フレームオフセットとに基づいて第１のタイミングオフ
セットを判断し得る。ＵＥは、中間セルからシステム情報を受信し得、システム情報に基
づいて中間セルのＳＦＮを判断し得る。ＵＥは、中間セルのＳＦＮとサービングセルのＳ
ＦＮとに基づいて第１のタイミングオフセット（またはより詳細には、無線フレームオフ
セット）を判断し得る。
【００７０】
　１つの設計では、ＵＥは、基準セルの測定を行うことなしに、第２のタイミングオフセ
ットを判断し得る。ＵＥは、基準セルのタイミングを間接的に判断し、第２のタイミング
オフセットを様々な方法で判断し得る。
【００７１】
　ブロック６１４の１つの設計では、ＵＥは、（ｉ）基準セルと中間セルの両方が同じ周
波数上で動作することと、（ｉｉ）この周波数上での同期または半同期ネットワーク展開
とによる、基準セルと中間セルとの間のタイミングが同様であるという仮定に基づき、第
２のタイミングオフセットを０に設定し得る。ブロック６１４の別の設計では、ＵＥは、
中間セルを含む少なくとも１つのセルについての支援データを受信し得る。支援データは
、基準セルと中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを備え得る。ＵＥは、支援デ
ータから第２のタイミングオフセットを取得し得る。ブロック６１４のさらに別の設計で
は、ＵＥは、中間セルと同じ周波数上で動作する少なくとも１つのセルについての支援デ
ータを受信し得る。支援データは、基準セルとその少なくとも１つのセルとの間の第４の
タイミングオフセットを備え得る。ＵＥは、第２のタイミングオフセットと第４のタイミ
ングオフセットとを等しく設定し得る。
【００７２】
　ブロック６１８の１つの設計では、タイミング情報は、第３のタイミングオフセットを
備え得る。ＵＥは、サービングセルまたは何らかの他のネットワークエンティティであり
得る指定されたネットワークエンティティに第３のタイミングオフセットを備えるメッセ
ージを送り得る。ブロック６１８の別の設計では、（１）基準セルとサービングセルとの
間の第３のタイミングオフセットと、（２）測定セルと基準セルとの間の第５のタイミン
グオフセットとに基づいて、測定セルとサービングセルとの間の第４のタイミングオフセ
ットを判断し得る。タイミング情報は、第４のタイミングオフセットを備え得る。ＵＥは
、指定されたネットワークエンティティに第４のタイミングオフセットを備えるメッセー
ジを送り得る。タイミング情報はまた、指定されたネットワークエンティティがＵＥの測
定ギャップパターンを判断することを可能にする他の情報を備え得る。
【００７３】
　図７に、ＵＥの測定ギャップパターンを判断するためのプロセス７００の設計を示す。
プロセス７００は、（以下で説明するように）ＵＥのサービングセルによって、または何
らかの他のネットワークエンティティによって実行され得る。サービングセルは、ＵＥか
ら、ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットに基づいてＵＥによ
って判断されたタイミング情報を受信する（ブロック７１２）。サービングセルは、タイ
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ミング情報に基づいてＵＥの測定ギャップパターンを判断する（ブロック７１４）。サー
ビングセルは測定ギャップパターンをＵＥに送る（ブロック７１６）。
【００７４】
　１つの設計では、基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットは、（１）
中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオフセットと、（２）基準セルと中
間セルとの間の第２のタイミングオフセットとに基づいてＵＥによって判断され得る。１
つの設計では、タイミング情報は、基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセ
ットを備え得る。別の設計では、タイミング情報は、測定セルとサービングセルとの間の
タイミングオフセットを備え得、そのタイミングオフセットは、例えば、式（４）に示す
ように、（１）基準セルとサービングセルとの間のタイミングオフセットと、（２）測定
セルと基準セルとの間のタイミングオフセットとに基づいて判断され得る。いずれの設計
でも、サービングセルは、タイミング情報に（直接または間接的に）基づいて測定セルと
サービングセルとの間のタイミングオフセットを判断し得る。サービングセルは、測定セ
ルとサービングセルとの間のタイミングオフセットに基づいて測定ギャップパターンを判
断し得る。
【００７５】
　図８に、図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０ｘおよび図１のｅＮＢのうちの
１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０ｘの設計のブロック図を示す。ＵＥ１２０ｘ内で、
受信機８１０は、基地局（例えば、セル）および他のエンティティによって送信される信
号を受信し得る。モジュール８１２は、セルから基準信号を受信し得、その基準信号に基
づいてセルの測定を行い得る。モジュール８１４は、セルの測定に基づいて様々なセル間
のタイミングオフセットを判断し得る。例えば、モジュール８１４は、式（１）に示すよ
うに、ＵＥ１２０ｘの中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオフセット、
式（２）に示すように、基準セルと中間セルとの間の第２のタイミングオフセット、式（
３）に示すように、基準セルとサービングセルとの間の第３のタイミングオフセット、式
（４）に示すように、少なくとも１つの測定セルとサービングセルとの間の第４のタイミ
ングオフセットなどを判断し得る。
【００７６】
　モジュール８１６は、基準セルと中間セルとの間の第２のタイミングオフセット、測定
セルとサービングセルとの間の第４のタイミングオフセットなどを備え得るタイミング情
報を判断し得る。モジュール８２２は、測定セルについての支援データを受信し得、上記
で説明したように、支援データによって与えられた情報に基づいて第２のタイミングオフ
セットおよび／または第４のタイミングオフセットを判断し得る。モジュール８１８は、
ＵＥ１２０ｘの測定ギャップパターンを受信し得る。モジュール８１２は、測定ギャップ
パターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行い得る。モジュール８１２は
また、支援データに基づいてセルの測定を行い得る。モジュール８２６は、支援データ、
測定ギャップパターンなどを備えるメッセージを受信し得る。モジュール８２４は、タイ
ミング情報などを備えるメッセージを生成し得る。送信機８２０は、メッセージおよび他
の情報を送信し得る。
【００７７】
　モジュール８２８は、セルの測定値に基づいてＵＥ１２０ｘの測位を可能にし得る。モ
ジュール８２８は、セルの測定値に基づいてＵＥ１２０ｘのロケーション推定値を計算し
得る。モジュール８２８はまた、測位サーバに測定値を送り得、その測定値に基づいて判
断され得る、ＵＥ１２０ｘのロケーション推定値を受信し得る。ＵＥ１２０ｘ内の様々な
モジュールは、上記で説明したように動作し得る。コントローラ／プロセッサ８３０は、
ＵＥ１２０ｘ内の様々なモジュールの動作を指示し得る。メモリ８３２は、（例えば、コ
ントローラ／プロセッサ８３０および／または他のプロセッサ／モジュールによって実行
される）ＵＥ１２０ｘのためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。
【００７８】
　基地局／ｅＮＢ１１０ｘ内で、送信機８５０は、基準信号、メッセージ、データ、およ
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び／または他の情報を送信し得る。受信機８５６は、例えば、ＵＥ１２０ｘおよび他のＵ
Ｅによって送信された信号を受信し得る。モジュール８５２は、例えば、ＵＥ１２０ｘか
らタイミング情報を受信し得る。モジュール８５４は、ＵＥ１２０ｘから受信したタイミ
ング情報に基づいてＵＥ１２０ｘの測定ギャップパターンを判断し得る。モジュール８５
８は、ＵＥ１２０ｘおよび他のＵＥからタイミング情報を備えるメッセージ、セルの測定
値を備えるメッセージ、および／または他のメッセージを受信し得る。モジュール８６０
は、ＵＥ１２０ｘの測定ギャップパターンを備えるメッセージおよび／またはＵＥ１２０
ｘおよび他のＵＥのための他のメッセージを生成し得る。基地局１１０ｘ内の様々なモジ
ュールは、上記で説明したように動作し得る。コントローラ／プロセッサ８６４は、基地
局１１０ｘ内の様々なモジュールの動作を指示し得る。メモリ８６２は、（例えば、コン
トローラ／プロセッサ８６４および／または他のプロセッサ／モジュールによって実行さ
れる）基地局１１０ｘのためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジュー
ラ８６６は、データ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００７９】
　図９に、図１の基地局／ｅＮＢの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０ｙおよび図１の
ＵＥの１つであり得るＵＥ１２０ｙの設計のブロック図を示す。基地局１１０ｙは、１つ
または複数のセルをサービスし得、Ｔ個のアンテナ９３４ａ～９３４ｔを装備し得、一般
にＴ≧１である。ＵＥ１２０ｙは、Ｒ個のアンテナ９５２ａ～９５２ｒを装備し得、一般
にＲ≧１である。
【００８０】
　基地局１１０ｙにおいて、送信プロセッサ９２０は、データ送信がスケジュールされた
１つまたは複数のＵＥについてのデータをデータソース９１２から受信し、そのＵＥのた
めに選択された１つまたは複数の変調および符号化方式に基づいて各ＵＥについてのデー
タを処理（例えば、符号化および変調）し、すべてのＵＥのデータシンボルを与え得る。
送信プロセッサ９２０はまた、（例えば、スケジューリング許可、測定ギャップパターン
を搬送するメッセージなどについての）制御情報を処理し、制御シンボルを与え得る。送
信プロセッサ９２０はまた、ＣＲＳ、ＰＲＳ、および／または他の基準信号のための基準
シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ９３０は、（
適用可能な場合は）データシンボル、制御シンボル、および／または基準シンボルをプリ
コードし得、Ｔ個の出力シンボルストリームをＴ個の変調器（ＭＯＤ）９３２ａ～９３２
ｔに与え得る。各変調器９３２は、（例えば、ＯＦＤＭなどのために）それの出力シンボ
ルストリームを処理して出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器９３２はさらに
、それの出力サンプルストリームを調整（例えば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処
理、およびアップコンバート）してダウンリンク信号を取得し得る。変調器９３２ａ～９
３２ｔからのＴ個のダウンリンク信号は、それぞれＴ個のアンテナ９３４ａ～９３４ｔを
介して送信され得る。
【００８１】
　ＵＥ１２０ｙにおいて、アンテナ９５２ａ～９５２ｒは、基地局１１０ｙおよび／また
は他の基地局からダウンリンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ
）９５４ａ～９５４ｒに与え得る。各復調器９５４は、それの受信信号を調整（例えば、
フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得
し得る。各復調器９５４はさらに、（例えば、ＯＦＤＭなどのための）入力サンプルを処
理して受信シンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器９５６は、すべてのＲ個の復調器９５
４ａ～９５４ｒから受信シンボルを取得し、受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し
、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ９５８は、検出されたシンボルを処理（例え
ば、復調および復号）し、ＵＥ１２０ｙについての復号されたデータをデータシンク９６
０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ９８０に与え得る。測定プロ
セッサ９８４は、例えば、ＵＥ１２０ｙの測定ギャップパターンによって示されるアイド
ル期間中に、ＵＥ１２０ｙに可視であるセルの測定を行い得る。
【００８２】
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　アップリンク上では、ＵＥ１２０ｙにおいて、送信プロセッサ９６４は、データソース
９６２からデータを受信し、処理し、コントローラ／プロセッサ９８０から制御情報（例
えば、タイミング情報、測定ギャップについての要求など）を受信し、処理し得る。送信
プロセッサ９６４はまた、１つまたは複数の基準信号のための基準シンボルを生成し得る
。送信プロセッサ９６４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ
９６６によってプリコードされ、さらに（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭなどのために
）変調器９５４ａ～９５４ｒによって処理され、基地局１１０ｙに送信され得る。基地局
１１０ｙにおいて、ＵＥ１２０ｙおよび他のＵＥからのアップリンク信号は、アンテナ９
３４によって受信され、復調器９３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出
器９３６によって検出され、さらに、ＵＥ１２０ｙによって送られた、復号されたデータ
および制御情報を取得するために、受信プロセッサ９３８によって処理され得る。プロセ
ッサ９３８は、復号されたデータをデータシンク９３９に与え、セルについての復号され
た制御情報およびタイミング情報をコントローラ／プロセッサ９４０に与え得る。
【００８３】
　コントローラ／プロセッサ９４０および９８０は、それぞれ基地局１１０ｙおよびＵＥ
１２０ｙにおける動作を指示し得る。基地局１１０ｙにおけるコントローラ／プロセッサ
９４０および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図７のプロセス７００、およ
び／または本明細書で説明する技法についての他のプロセスを実行または指示し得る。Ｕ
Ｅ１２０ｙにおけるコントローラ／プロセッサ９８０および／または他のプロセッサおよ
びモジュールは、図６のプロセス６００、および／または本明細書で説明する技法につい
ての他のプロセスを実行または指示し得る。メモリ９４２および９８２は、それぞれ、（
例えば、コントローラ／プロセッサ９４０および／または他のプロセッサ／モジュールに
よって実行される）基地局１１０ｙ、および（例えば、コントローラ／プロセッサ９８０
および／または他のプロセッサ／モジュールによって実行される）ＵＥ１２０ｙのための
データおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ９４４は、ダウンリンク上お
よび／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００８４】
　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得ることを、
当業者は理解されよう。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、
コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界
または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得
る。
【００８５】
　さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、回路、およびアルゴリズムステップは、ハードウェア、ソフトウェア／ファームウェア
、またはそれらの組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハードウェ
アとソフトウェア／ファームウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構
成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれら
の機能に関して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェ
ア／ファームウェアとして実装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課され
る設計制約に依存する。当業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装
し得るが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべき
ではない。
【００８６】
　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブ
ル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、ある
いは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて
実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替とし
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て、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ま
たは状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ、例
えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成と
して実装され得る。
【００８７】
　本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハードウ
ェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェア／ファームウェアモジ
ュールで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェア／ファー
ムウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメ
モリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ、または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例
示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込
むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに
一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユー
ザ端末内に常駐し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別
構成要素として常駐し得る。
【００８８】
　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア／
ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェア／ファームウェア
で実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読
媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュー
タ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任
意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用また
は専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定で
はなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、
ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁
気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード
手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用
もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができ
る。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェ
ア／ファームウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使
用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケ
ーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディス
ク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶ
Ｄ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク
（disc）を含み、この場合、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディ
スク（disc）はデータをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒
体の範囲内に含めるべきである。
【００８９】
　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用できるよう
に与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、本明細書
で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形形態に適
用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるもの
ではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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[Ｃ１]　ユーザ機器（ＵＥ）の中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオフ
セットを判断することと、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断することとを
備える、ワイヤレス通信のための方法。
[Ｃ２]　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断することと、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを送ることと、
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信することとをさ
らに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行う
ことと、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用することとをさらに備える、Ｃ２に記載
の方法。
[Ｃ４]　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記第１のタイミング
オフセットを前記判断することが、前記前のサービングセル上で動作している間に前記Ｕ
Ｅによって行われた前記サービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセッ
トを判断することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記ＵＥが、アイドルモード中に前記中間セルに前にキャンプオンし、前記第１
のタイミングオフセットを前記判断することが、前記中間セルにキャンプオンしている間
に前記ＵＥによって行われたセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判
断することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ６]　前記ＵＥが、接続モード中に前記中間セル上で前に動作し、前記第１のタイミン
グオフセットを前記判断することが、前記接続モードにある間に前記ＵＥによって行われ
たセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、Ｃ１
に記載の方法。
[Ｃ７]　前記中間セルが、ＵＥによって前に使用されたセルである、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ８]　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定
を行うことをさらに備え、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、前記
中間セルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える
、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ９]　アイドルモード中に前記ＵＥによって前記サービングセルにキャンプオンするこ
とと、
　前記アイドルモードにある間に前記ＵＥによってセルの測定を行うこととをさらに備え
、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、セルの前記測定に基づいて前
記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１０]　測定を前記行うことが、前記サービングセルが十分に強く、再選択のためのセ
ルの測定が必要とされないときでも、セルの測定を行うことを備える、Ｃ９に記載の方法
。
[Ｃ１１]　接続モード中に前記ＵＥによって前記サービングセルと通信することと、
　前記接続モードにある間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行うこととをさらに
備え、前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、前記中間セルの前記測定
に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することを備える、Ｃ１に記載の方法
。
[Ｃ１２]　前記第１のタイミングオフセットを前記判断することが、
　前記中間セルと前記サービングセルとの間のサブフレームオフセットを判断することと
、
　前記中間セルと前記サービングセルとの間の無線フレームオフセットを判断することと
、
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　前記サブフレームオフセットと前記無線フレームオフセットとに基づいて前記第１のタ
イミングオフセットを判断することとを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１３]　前記中間セルからシステム情報を受信することと、
　前記システム情報に基づいて前記中間セルのシステムフレーム番号（ＳＦＮ）を判断す
ることと、
　前記中間セルの前記ＳＦＮに基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断すること
とをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記第２タイミングオフセットを前記判断することが、前記ＵＥによって前記
基準セルの測定を行うことなしに前記第２のタイミングオフセットを判断することを備え
る、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記第２のタイミングオフセットを前記判断することが、前記基準セルと前記
中間セルとが同じ周波数上で動作することに基づいて、および前記同じ周波数上での同期
または半同期ネットワーク展開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセットを０
に設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１６]　前記中間セルを含む少なくとも１つのセルについての支援データを受信するこ
とをさらに備え、前記支援データが、前記基準セルと前記中間セルとの間の前記第２のタ
イミングオフセットを備え、前記第２タイミングオフセットを前記判断することが、前記
支援データから前記第２のタイミングオフセットを取得することを備える、Ｃ１に記載の
方法。
[Ｃ１７]　前記中間セルと同じ周波数上で動作する少なくとも１つのセルについての支援
データを受信することをさらに備え、前記支援データが、前記基準セルと前記少なくとも
１つのセルとの間の第４のタイミングオフセットを備え、前記第２タイミングオフセット
を前記判断することが、前記第２のタイミングオフセットを前記第４のタイミングオフセ
ットに等しく設定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記ＵＥによって、指定されたネットワークエンティティに前記第３のタイミ
ングオフセットを備えるメッセージを送ることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１９]　前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記第３のタイミングオフセット
と測定セルと前記基準セルとの間の第５のタイミングオフセットとに基づいて前記測定セ
ルと前記サービングセルとの間の第４のタイミングオフセットを判断することと、
　前記ＵＥによって、指定されたネットワークエンティティに前記第４のタイミングオフ
セットを備えるメッセージを送ることとをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２０]　ユーザ機器（ＵＥ）の中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオ
フセットを判断するための手段と、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断するための手段と
、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断するための手
段とを備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２１]　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断するための
手段と、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを送るための手段と、
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信するための手段
とをさらに備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２２]　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行
うための手段と、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用するための手段とをさらに備える、Ｃ２
１に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記第１のタイミン
グオフセットを判断するための前記手段が、前記前のサービングセル上で動作している間
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に前記ＵＥによって行われた前記サービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミング
オフセットを判断するための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測
定を行うための手段をさらに備え、前記第１のタイミングオフセットを判断するための前
記手段が、前記中間セルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断す
るための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記第２のタイミングオフセットを判断するための前記手段が、前記基準セル
と前記中間セルとが同じ周波数上で動作することに基づいて、および前記同じ周波数上で
の同期または半同期ネットワーク展開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセッ
トを０に設定するための手段を備える、Ｃ２０に記載の装置。
[Ｃ２６]　少なくとも１つのセルについての支援データを受信するための手段をさらに備
え、前記第２のタイミングオフセットを前記判断するための手段が、前記支援データに基
づいて前記第２のタイミングオフセットを判断するための手段を備える、Ｃ２０に記載の
装置。
[Ｃ２７]　ユーザ機器（ＵＥ）の中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオ
フセットを判断することと、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断することと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える、ワイヤレス通信のため
の装置。
[Ｃ２８]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記第３のタイミングオフセットに基づいてタイミング情報を判断することと、
　前記タイミング情報と、セルの測定のためのアイドル期間についての要求とを備えるメ
ッセージを送ることと、
　前記タイミング情報に基づいて判断された測定ギャップパターンを受信することとを行
うように構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ２９]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記測定ギャップパターンによって示されるアイドル期間中にセルの測定を行うことと
、
　前記ＵＥの測位のためにセルの前記測定を使用することとを行うように構成された、Ｃ
２８に記載の装置。
[Ｃ３０]　前記中間セルが、前記ＵＥの前のサービングセルであり、前記少なくとも１つ
のプロセッサが、前記前のサービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって行われ
た前記サービングセルの測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断するよう
に構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記サービングセル上で動作している間に前記ＵＥによって前記中間セルの測定を行う
ことと、
　前記中間セルの前記測定に基づいて前記第１のタイミングオフセットを判断することと
を行うように構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記基準セルと前記中間セルとが同じ周
波数上で動作することに基づいて、および前記同じ周波数上での同期または半同期ネット
ワーク展開にさらに基づいて、前記第２のタイミングオフセットを０に設定するように構
成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　少なくとも１つのセルについての支援データを受信することと、
　前記支援データに基づいて前記第２のタイミングオフセットを判断することとを行うよ
うに構成された、Ｃ２７に記載の装置。
[Ｃ３４]　ユーザ機器（ＵＥ）の中間セルとサービングセルとの間の第１のタイミングオ
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フセットを判断することを少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　基準セルと前記中間セルとの間の第２のタイミングオフセットを判断することを前記少
なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　前記第１のタイミングオフセットと前記第２のタイミングオフセットとに基づいて前記
基準セルと前記サービングセルとの間の第３のタイミングオフセットを判断することを前
記少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと
　を備える非一時的プロセッサ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
[Ｃ３５]　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイ
ミングオフセットに基づいて前記ＵＥによって判断されたタイミング情報を受信すること
と、
　前記タイミング情報に基づいて前記ＵＥの測定ギャップパターンを判断することと、
　前記測定ギャップパターンを前記ＵＥに送ることと
を備える、ワイヤレス通信のための方法。
[Ｃ３６]　前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記タイミングオフセットが、中
間セルと前記サービングセルとの間の第１のタイミングオフセットと前記基準セルと前記
中間セルとの間の第２のタイミングオフセットとに基づいて判断される、Ｃ３５に記載の
方法。
[Ｃ３７]　前記タイミング情報が、前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記タイ
ミングオフセットを備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ３８]　前記タイミング情報が、測定セルと前記サービングセルとの間の第２のタイミ
ングオフセットを備え、前記第２のタイミングオフセットが、前記基準セルと前記サービ
ングセルとの間の前記タイミングオフセットに基づいて判断される、Ｃ３５に記載の方法
。
[Ｃ３９]　前記測定ギャップパターンを前記判断することが、
　前記タイミング情報に基づいて測定セルと前記サービングセルとの間の第２のタイミン
グオフセットを判断することと、
　前記第２のタイミングオフセットに基づいて前記測定ギャップパターンを判断すること
と
を備える、Ｃ３５に記載の方法。
[Ｃ４０]　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイ
ミングオフセットに基づいて前記ＵＥによって判断されたタイミング情報を受信するため
の手段と、
　前記タイミング情報に基づいて前記ＵＥの測定ギャップパターンを判断するための手段
と、
　前記測定ギャップパターンを前記ＵＥに送るための手段と
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ４１]　前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記タイミングオフセットが、中
間セルと前記サービングセルとの間の第１のタイミングオフセットと前記基準セルと前記
中間セルとの間の第２のタイミングオフセットとに基づいて判断される、Ｃ４０に記載の
装置。
[Ｃ４２]　前記測定ギャップパターンを判断するための前記手段が、
　前記タイミング情報に基づいて測定セルと前記サービングセルとの間の第２のタイミン
グオフセットを判断するための手段と、
　前記第２のタイミングオフセットに基づいて前記測定ギャップパターンを判断するため
の手段と
を備える、Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４３]　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイ
ミングオフセットに基づいて前記ＵＥによって判断されたタイミング情報を受信すること
と、
　前記タイミング情報に基づいて前記ＵＥの測定ギャップパターンを判断することと、
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　前記測定ギャップパターンを前記ＵＥに送ることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサ
を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ４４]　前記基準セルと前記サービングセルとの間の前記タイミングオフセットが、中
間セルと前記サービングセルとの間の第１のタイミングオフセットと前記基準セルと前記
中間セルとの間の第２のタイミングオフセットとに基づいて判断される、Ｃ４３に記載の
装置。
[Ｃ４５]　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　前記タイミング情報に基づいて測定セルと前記サービングセルとの間の第２のタイミン
グオフセットを判断することと、
　前記第２のタイミングオフセットに基づいて前記測定ギャップパターンを判断すること
と
を行うように構成された、Ｃ４３に記載の装置。
[Ｃ４６]　ユーザ機器（ＵＥ）から、前記ＵＥの基準セルとサービングセルとの間のタイ
ミングオフセットに基づいて前記ＵＥによって判断されたタイミング情報を受信すること
を少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　前記タイミング情報に基づいて前記ＵＥの測定ギャップパターンを判断することを前記
少なくとも１つのプロセッサに行わせるためのコードと、
　前記測定ギャップパターンを前記ＵＥに送ることを前記少なくとも１つのプロセッサに
行わせるためのコードと
　を備える非一時的プロセッサ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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